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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第３四半期連結
累計期間

第49期
第３四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　12月31日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 29,707,584 32,354,060 39,085,930

経常利益 （千円） 1,230,271 1,004,721 1,523,478

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 739,457 705,735 846,860

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 863,447 742,352 1,070,320

純資産額 （千円） 12,996,430 13,997,358 13,390,779

総資産額 （千円） 20,061,132 22,733,778 20,469,327

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 141.59 131.36 161.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 64.6 61.5 65.3

 

回次
第48期

第３四半期連結
会計期間

第49期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　10月１日
至平成26年
　12月31日

自平成27年
　10月１日
至平成27年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 31.61 46.96

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

　　計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

　　す。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適

用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日本銀行の経済対策及び金融政策による円安や株高

効果が継続し、緩やかながらも回復基調を維持しております。しかしながら、中国経済の減速や新興国の景気下

振れの影響等により国内景気の先行きについては慎重な見方も根強く、依然として不透明な状態が続いておりま

す。

　当流通業界におきましても、消費者の節約志向の高まりや人件費高騰の影響を受け、収益の確保がますます難

しくなってきております。また、小売業の業態を超えた競争も依然激しく、我々を取り巻く環境は厳しい状態が

続いております。

　こうした状況下において、当社グループは卸売事業、物流関連事業のシナジー効果を最大化すべく営業活動に

励み、また同時にコスト削減を推し進めてまいりました。

　上記の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は32,354百万円(前年同期比

108.9％)、営業利益は654百万円(前年同期比75.5％)、経常利益は1,004百万円(前年同期比81.7％)、親会社株主

に帰属する四半期純利益は705百万円(前年同期比95.4％)となりました。

　当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の内容は、次のとおりであります。

≪卸売事業≫

　卸売事業におきましては、季節商材の導入が順調であったこと、また取引先小売業においてインバウンド需要

による好調が持続していることなどから、売上高は27,777百万円(前年同期比109.5％)となりました。一方、新

規物流センター開設に伴う初期費用や既存物流センターの物流設備刷新による減価償却費の増加、また人件費高

騰の影響による倉庫内作業費及び配送費の増加などにより販売費及び一般管理費の負担が重くなり、セグメント

利益は76百万円(前年同期比31.9％)となりました。

≪物流関連事業≫

　物流関連事業におきましては、受託先企業の荷動きが好調であったことから、売上高は4,363百万円(前年同期

比104.0％)となりました。また人件費高騰による倉庫内作業費増加の影響があったものの、固定費削減に努めた

ことにより、セグメント利益は900百万円(前年同期比102.7％)となりました。

≪その他の事業≫

　その他の事業におきましては、新規に取得した物流センターを賃貸したことにより賃貸収入が増加し、売上高

は213百万円(前年同期比147.4％)となりました。一方、物流センター取得の初期費用が発生したことによりセグ

メント損失は８百万円(前年同期はセグメント利益49百万円)となりました。

(2) 財政状態の分析

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、22,733百万円(前連結会計年度末比2,264百万円増加)となり

ました。流動資産につきましては、11,414百万円(前連結会計年度末比138百万円増加)となりました。主な増減

の要因としましては、現金及び預金が911百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が1,151百万円増加したこ

とによるものであります。固定資産につきましては、11,319百万円(前連結会計年度末比2,126百万円増加)とな

りました。主な増減の要因としましては、建物及び構築物が1,498百万円、土地が431百万円それぞれ増加したこ

とによるものであります。

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、8,736百万円(前連結会計年度末比1,657百万円増加)となりまし

た。流動負債につきましては、6,676百万円(前連結会計年度末比861百万円増加)となりました。主な増減の要因

としましては、未払法人税等が257百万円減少した一方で、短期借入金が1,390百万円増加したことによるもので

あります。固定負債につきましては、2,060百万円(前連結会計年度末比796百万円増加)となりました。主な増減

の要因としましては、長期借入金が762百万円増加したことによるものであります。

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、13,997百万円(前連結会計年度末比606百万円増加)となりま

した。主な増減の要因としましては、利益剰余金が571百万円増加したことによるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は

100株でありま

す。

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 69,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,369,500 53,695 －

単元未満株式 普通株式　　　2,968 － －

発行済株式総数 5,441,568 － －

総株主の議決権 － 53,695 －

　 （注） 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
69,100 － 69,100 1.27

計 － 69,100 － 69,100 1.27

　 （注） 当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は69,103株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,203,983 1,292,344

受取手形及び売掛金 ※２ 6,494,951 ※２ 7,646,083

商品 1,913,585 1,973,296

その他 665,910 505,326

貸倒引当金 △2,127 △2,491

流動資産合計 11,276,303 11,414,558

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,595,376 3,094,237

土地 3,733,523 4,164,652

その他（純額） 1,245,637 1,270,891

有形固定資産合計 6,574,537 8,529,780

無形固定資産 108,234 122,632

投資その他の資産 ※１ 2,510,252 ※１ 2,666,805

固定資産合計 9,193,024 11,319,219

資産合計 20,469,327 22,733,778

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,848,859 3,716,007

短期借入金 530,000 1,920,000

未払法人税等 287,088 29,633

賞与引当金 51,461 71,692

その他 1,097,774 938,951

流動負債合計 5,815,183 6,676,284

固定負債   

長期借入金 200,000 962,500

役員退職慰労引当金 268,706 279,213

退職給付に係る負債 362,943 370,442

その他 431,714 447,979

固定負債合計 1,263,365 2,060,134

負債合計 7,078,548 8,736,419
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 748,897 748,897

利益剰余金 11,770,006 12,341,428

自己株式 △59,318 △59,394

株主資本合計 13,179,115 13,750,461

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 261,753 300,500

土地再評価差額金 △74,971 △74,971

その他の包括利益累計額合計 186,781 225,528

非支配株主持分 24,881 21,368

純資産合計 13,390,779 13,997,358

負債純資産合計 20,469,327 22,733,778
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

売上高 29,707,584 32,354,060

売上原価 25,594,777 28,194,522

売上総利益 4,112,806 4,159,537

販売費及び一般管理費 3,246,337 3,505,092

営業利益 866,468 654,445

営業外収益   

受取利息 8,439 8,764

受取配当金 19,416 24,722

仕入割引 248,141 242,849

その他 106,228 95,194

営業外収益合計 382,225 371,531

営業外費用   

支払利息 4,235 6,536

売上割引 13,936 12,882

持分法による投資損失 － 1,665

その他 250 171

営業外費用合計 18,422 21,255

経常利益 1,230,271 1,004,721

特別利益   

関係会社株式売却益 － 2,467

投資有価証券売却益 － 3,397

特別利益合計 － 5,865

特別損失   

子会社清算損 4,760 －

有形固定資産売却損 － 1,569

特別損失合計 4,760 1,569

税金等調整前四半期純利益 1,225,510 1,009,017

法人税等 489,460 305,411

四半期純利益 736,049 703,605

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,407 △2,130

親会社株主に帰属する四半期純利益 739,457 705,735
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

四半期純利益 736,049 703,605

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 123,144 38,746

為替換算調整勘定 4,253 －

その他の包括利益合計 127,397 38,746

四半期包括利益 863,447 742,352

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 866,855 744,482

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,407 △2,130
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

　　　から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結

　　　　累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産 20,968千円 20,965千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 8,002千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 291,120千円 379,376千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 125,341 24  平成26年３月31日  平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 134,313 25  平成27年３月31日  平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

 卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
25,365,866 4,197,010 29,562,876 144,707 29,707,584 - 29,707,584

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

450 49,339 49,789 - 49,789 △49,789 -

計 25,366,316 4,246,349 29,612,665 144,707 29,757,373 △49,789 29,707,584

セグメント利益 240,622 877,252 1,117,875 49,022 1,166,898 △300,429 866,468

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び

　　　　 太陽光発電事業等を含んでおります。

　　　２.　セグメント利益の調整額△300,429千円にはセグメント間取引消去25,467千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△325,897千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社の総務人

事・経理財務部門の一般管理費であります。

　　　３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

 卸売事業
物流関連
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
27,777,232 4,363,501 32,140,733 213,326 32,354,060 － 32,354,060

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

751 41,750 42,501 － 42,501 △42,501 －

計 27,777,984 4,405,251 32,183,235 213,326 32,396,562 △42,501 32,354,060

セグメント利益

又は損失（△）
76,649 900,568 977,218 △8,111 969,106 △314,660 654,445

　(注)１.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び

　　　　 太陽光発電事業等を含んでおります。

　　　２.　セグメント利益又は損失の調整額△314,660千円にはセグメント間取引消去24,211千円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△338,872千円が含まれております。全社費用は、主に提出会社

の総務人事・経理財務部門の一般管理費であります。

　　　３． セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 141円59銭 131円36銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
739,457 705,735

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
739,457 705,735

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,222 5,372

　(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成28年２月８日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社   

 取 締 役 会　御 中   

 

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　昇　　　  印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢倉　幸裕　 　 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産

株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日か

ら平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

ハリマ共和物産株式会社(E02807)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

